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芦
屋
議
会

面

奥

尚

尚

尚

一

般

質

問

質問 答弁

六
月
定
例
会
で
は
、
六
月
十
七
日（
金
）、

二
十
日（
月
）、
二
十
一
日（
火
）の
三
日
間
、

十
七
人
の
議
員
が
市
政
に
関
す
る
五
十
一

項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
通
告
順
に
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
・
平
和

教
育
・
平
和

環
境
・
安
心
・
安
全

環
境
・
安
心
・
安
全

行
革
・
国
保

行
革
・
国
保

ま
ち
づ
く
り
・
福
祉

ま
ち
づ
く
り
・
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

と
学
校
防
犯
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ

幣
原

み
や

南
芦
屋
浜
で
は
宅
地

整
備
も
進
み
、
さ
ら
な

る
交
通
利
便
性
の
拡
大
が
必
要
で

あ
る
。
バ
ス
路
線
の
な
い
西
部
地

区
や
芦
屋
病
院
通
院
の
た
め
に
も

小
型
バ
ス
の
運
行
を
決
断
す
べ
き
。

本
市
で
も
防
犯
の
た
め
小
学
校

に
警
備
員
の
配
置
を
望
む
。
精
道

小
学
校
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、

二
年
後
の
工
事
終
了
時
を
待
た
ず

に
、
速
急
に
す
べ
き
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
導
入
で
は
、
国
・
県

の
補
助
制
度
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
。

小
学
校
へ
の
警
備
員
の
配
置
は
、

大
変
有
効
な
方
法
と
認
識
し
て
い

る
が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。
精
道

小
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
、
工
事
完
成
時
に
設
置
予
定
の

一
台
を
先
行
し
て
設
置
す
る
。

高
校
入
試
と
学
力
低
位
者

に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ

松
木

義
昭

来
年
の
県
立
芦
屋
高

校
の
募
集
定
員
の
半
数

は
全
県
下
か
ら
の
選
抜
と
な
り
、

本
市
の
受
験
生
に
と
っ
て
不
利
な

状
況
と
な
る
。
県
教
育
委
員
会
に

募
集
定
員
を
増
や
す
な
ど
の
申
し

入
れ
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
学
力
が
低
位
の
児
童
・
生

徒
は
正
し
い
生
活
習
慣
が
身
に
つ

い
て
い
な
い
。
学
校
現
場
で
の
指

導
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

県
立
芦
屋
高
校
の
来

年
度
か
ら
の
単
位
制
の

推
薦
枠
の
変
更
は
で
き
な
い
と
考

え
て
い
る
。
神
戸
第
一
、
芦
屋
学

区
の
子
供
た
ち
が
不
利
に
な
ら
な

い
よ
う
、
今
後
も
県
に
対
し
て
働

き
か
け
て
い
く
。
学
習
指
導
に
つ

い
て
は
、
分
か
っ
た
と
い
う
気
持

ち
が
意
欲
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

少
人
数
指
導
で
一
人
ひ
と
り
が
分

か
る
指
導
に
努
め
て
い
く
。

終
戦
・
被
爆
六
十
年
に

ふ
さ
わ
し
い
取
り
組
み
を

日
本
共
産
党

平
野

貞
雄

六
十
年
と
い
う
一
つ

の
節
目
を
迎
え
る
が
、

今
年
度
の
平
和
施
策
・
事
業
に
つ

い
て
示
さ
れ
た
い
。
今
日
の
日
本

の
国
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
先
の

戦
争
に
つ
い
て
の
体
験
・
認
識
を

風
化
さ
せ
な
い
視
点
で
、
以
前
に

市
が
作
成
し
た

空
襲
の
記
録

資
料
の
再
発
行
な
ど
、
身
近
な
記

憶
と
し
て
伝
え
て
い
く
努
力
が
大

切
で
あ
る
。
考
え
を
示
さ
れ
た
い
。

今
年
度
の
平
和
施
策

と
し
て
は

小
学
生
の

描
い
た
平
和
ポ
ス
タ
ー
展
と
戦

後
六
十
年

市
民
と
と
も
に
考
え

る
平
和
展

を
開
催
す
る
。
以
前

に
市
が
作
成
し
た
冊
子
は
、
原
版

も
な
く
資
料
も
他
市
か
ら
借
り
た

も
の
が
多
く
、
復
刻
は
難
し
い
。

今
回
の
資
料
展
の
様
子
と

空
襲

の
記
録

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
い
。

市
政
の
重
要
事
項
を

決
定
す
る
庁
議
の
公
開
を

無
所
属

伊
藤
と
も
子

部
長
以
上
の
管
理
職

と
市
長
、
助
役
十
八
名

が
毎
週
月
曜
の
午
前
中
行
っ
て
い

る
会
議
の
公
開
を
求
め
る
。
費
用

負
担
を
伴
わ
な
い
施
策
と
し
て
不

都
合
は
な
い
と
考
え
る
。
内
容
や

時
間
等
、
本
当
に
必
要
な
も
の
に

絞
る
な
ど
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ

て
庁
内
運
営
す
る
こ
と
で
財
政
改

革
に
資
す
る
べ
き
だ
。
ま
た
一
回

の
会
議
に
掛
か
る
費
用
は
幾
ら
か
。

庁
議
を
公
開
し
て
い

る
近
隣
自
治
体
は
尼
崎

市
だ
け
で
あ
る
。
公
開
に
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
や
行
政
内
部

の
意
思
決
定
事
項
な
ど
事
前
に
相

当
議
題
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
公
開
す
る
考

え
は
な
い
。
な
お
、
一
回
の
会
議

約
三
時
間
当
た
り
の
庁
議
構
成
員

の
給
与
額
合
計
は
約
十
八
万
円
で

あ
る
。

値
上
げ
続
き
の
国
保
料

減
免
制
度
の
拡
充
を

日
本
共
産
党

木
野
下

章

増
税
に
介
護
保
険
料

や
年
金
保
険
料
の
ア
ッ

プ
で
市
民
の
暮
ら
し
は
大
変
。
そ

の
上
に
国
保
料
値
上
げ
、
暮
ら
し

や
命
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
滞
納
世
帯
は
一
七

、
高

過
ぎ
て
払
え
な
い
世
帯
が
増
え
て

い
る
。
滞
納
の
制
裁
で
資
格
証
明

書
や
短
期
保
険
証
を
発
行
す
る
の

で
は
な
く
、
減
免
制
度
の
拡
充
を

求
め
る
。

国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
医
療
費

が
増
加
す
る
な
か
、
や
む
を
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。
資
格
証
明
書

や
短
期
保
険
証
の
発
行
は
、
被
保

険
者
の
受
診
機
会
を
奪
う
も
の
で

は
な
い
。
保
険
料
の
減
免
制
度
は
、

災
害
や
失
業
な
ど
納
付
が
困
難
な

場
合
に
限
っ
て
行
っ
て
お
り
、
制

度
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

芦
屋
病
院
は
民
意
を
も
と
に

職
員
参
加
で
経
営
改
善
を

日
本
共
産
党

田
中

え
み
こ

市
長
は
、
病
院
予
算

四
億
円
削
減
方
針
の
も

と
、
諮
問
機
関
の
答
申
を
受
け
改

革
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
医
師

の
辞
職
が
相
次
ぎ
、
患
者
の
減
少

も
深
刻
だ
。
市
立
芦
屋
病
院
は
、

市
民
の
要
求
を
も
と
に
、
医
師
、

看
護
師
等
職
員
参
加
で
、
今
後
の

あ
り
方
を
再
検
討
し
、
経
営
改
善

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
病
院
予
算

の
削
減
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
。

今
後
の
芦
屋
病
院

あ
り
方
検
討
委
員
会

の
答
申
や
職
員
で
構
成
す
る

経

営
戦
略
委
員
会

で
決
定
さ
れ
た

具
体
的
事
項
を
着
実
に
実
行
す
る

こ
と
で
、
病
院
健
全
化
を
図
り
た

い
。
経
営
健
全
化
対
策
に
よ
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
削
減

に
耐
え
得
る
、
自
立
し
た
健
全
経

営
の
病
院
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
。

美
術
博
物
館
の

存
続
に
つ
い
て新

社
会
党

山
口

み
さ
え

美
術
博
物
館
の
存
続

を
強
く
求
め
て
い
る
市

民
の
方
か
ら
直
接
話
を
聞
き
、
改

め
て
公
で
存
続
す
る
意
義
を
学
ん

だ
。
市
の
基
本
的
な
考
え
は
ど
う

か
。
教
育
の
一
環
と
し
て
学
生
の

来
館
利
用
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ

を
踏
ま
え
休
館
に
し
な
い
取
り
組

み
は
ど
う
か
。
ま
た
、
美
術
博
物

館
で
働
く
人
の
雇
用
に
つ
い
て
市

の
考
え
は
ど
う
か
。

美
術
博
物
館
の
存
続

に
は
、
指
定
管
理
者
制

度
を
含
む
民
間
活
力
の
導
入
で
、

行
政
改
革
実
施
計
画
に
示
さ
れ
て

い
る
効
果
額
を
生
み
出
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
教
育

施
設
全
体
の
経
費
節
減
を
図
り
、

美
術
博
物
館
に
支
出
可
能
な
財
源

を
捻
出
す
る
努
力
を
し
て
い
る
。

美
術
博
物
館
職
員
の
雇
用
の
確
保

は
、
可
能
な
限
り
努
力
す
る
。

市
内
違
反
建
築
物
へ
の

対
応
を
透
明
な
も
の
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

中
島

健
一

違
反
建
築
物
の
発
見

に
つ
い
て
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
努
力
の
姿
勢
が
見
え
る
。

し
か
し
、
違
反
を
認
知
し
た
際
の

対
応
が
一
律
で
な
く
、
恣
意
的
な

対
応
や
放
置
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
公
平
・
透
明
性
の
点
か
ら
、

発
見
か
ら
改
善
に
至
る
ま
で
の
間
、

適
切
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
指
導

の
あ
り
方
等
を
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

違
反
建
築
物
発
見
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

国
・
県
と
連
携
し
た
一
斉
公
開
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
年
四
月
か
ら
市

内
で
建
築
確
認
を
受
け
た
す
べ
て

の
建
築
物
を
対
象
に
現
場
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
全
市
域

を
く
ま
な
く
確
認
し
適
切
な
指
導

が
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
順
次
計

画
を
立
て
改
善
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
財
産
管
理
と

介
護
予
防
遊
具
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ

小
川

芳
一

高
齢
者
の
財
産
管
理

は
根
本
的
な
解
決
策
が

な
く
、
大
き
な
社
会
的
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
対
策
と
し
て
成
年
後

見
人
制
度
の

を
行
い
、
制
度

の
普
及
を
促
進
す
べ
き
で
な
い
か
。

高
齢
者
が
気
軽
な
運
動
で
健
康

を
維
持
し
、
寝
た
き
り
を
防
ぐ
と

同
時
に
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め

る
た
め
に
、
公
園
に
介
護
予
防
遊

具
を
設
置
で
き
な
い
か
。

成
年
後
見
人
制
度
に

つ
い
て
は
、
個
別
の
ケ

ー
ス
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
適
用

し
て
い
く
か
、
行
政
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
で
具
体
的
な
対
応
を
相

談
し
て
い
る
。

は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
で
行
っ
て
い
る
。

介
護
予
防
遊
具
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
各
公
園
に
設
置
し
て

き
て
い
る
が
、
今
後
も
設
置
を
検

討
し
て
い
く
。

六
十
歳
の
誕
生
日
に

体
力
測
定
の
案
内
を

公
明
党

徳
田

直
彦

高
齢
化
社
会
を
迎
え

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た

め
、
介
護
予
防
の
た
め
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
大
事
で
あ
る
。
要

は
、
い
か
に
き
っ
か
け
を
つ
く
る

か
で
あ
る
。
例
え
ば
六
十
歳
の
誕

生
日
に
市
が
体
力
測
定
の
案
内
を

し
て
は
ど
う
か
。
体
力
測
定
を
行

い
家
庭
で
も
で
き
る
筋
力
ト
レ
の

指
導
、
筋
ト
レ
教
室
の
案
内
を
し

て
は
ど
う
か
。現

在
、
老
人
ク
ラ
ブ

が
会
員
の
み
を
対
象
と

し
て
、
任
意
で
体
力
測
定
を
実
施

し
て
い
る
例
が
あ
る
。
一
定
の
年

齢
で
、
筋
力
、
瞬
発
力
等
の
体
力

測
定
を
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
自

分
の
体
力
年
齢
を
知
り
、
年
齢
に

応
じ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ

と
が
、
生
活
機
能
の
維
持
向
上
に

も
つ
な
が
る
の
で
、
今
後
、
市
と

し
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

実
現
を
求
め
た
打
出
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

新
社
会
党

前
田

辰
一

か
ね
て
か
ら
阪
神
電

鉄
打
出
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
求
め
て
き
た
が
、
昨
年

九
月
議
会
で

事
業
者
と
話
し
合

い
、
検
討
を
行
い
た
い

と
答
弁

さ
れ
た
。
事
業
者
と
の
検
討
内
容

と
実
施
年
度
は
い
つ
か
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
、

各
自
治
体
が
重
点
整
備
地
区
を
指

定
し
基
本
構
想
作
成
が
で
き
る
と

あ
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

阪
神
電
鉄
打
出
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、

阪
神
電
鉄
と
の
協
議
で
、
上
り
・

下
り
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
新
た
な
提

案
を
受
け
、
平
成
十
八
年
度
実
施

に
向
け
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

基
本
構
想
の
作
成
は
必
要
と
考

え
る
が
、
財
源
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
り
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の

見
直
し
を
待
っ
て
検
討
し
た
い
。

高
齢
化
社
会
へ
の
対
策
を

文
化
行
政
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ

都
筑

省
三

高
齢
者
を
取
り
巻
く

環
境
は
ま
す
ま
す
深
刻

で
あ
る
。
自
治
体
と
し
て
も
さ
ら

な
る
対
策
が
急
務
で
は
な
い
か
。

文
化
は
生
活
の
潤
滑
油
で
あ
る
。

美
術
博
物
館
を
ぜ
ひ
残
し
て
ほ
し

い
と
い
う
関
係
者
に
き
ち
ん
と
説

明
を
す
べ
き
だ
。
市
民
と
の
協
働

の
視
点
か
ら
、
民
間
委
託
で
な
く
、

規
模
を
縮
小
し
て
も
、
市
立
で
続

け
る
こ
と
を
望
む
が
ど
う
か
。

地
域
の
高
齢
者
が
健

康
で
安
心
し
て
生
活
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
関
係

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
必
要

で
あ
り
、
地
域
で
支
え
る
ケ
ア
体

制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

美
術
博
物
館
は
経
費
を
節
減
し

民
間
に
よ
る
運
営
を
検
討
し
て
い

る
が
、
今
後
も
市
民
参
画
・
協
働

の
も
と
で
財
政
状
況
に
応
じ
た
運

営
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

鉄
道
各
社
に
安
全
対
策
の

徹
底
を
要
求
せ
よ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

寺
前

尊
文

脱
線
事
故
は
鉄

道
輸
送
の
安
全
神
話
を

覆
し
た
。
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
、
本
市
の
速
度
超
過
危
険
箇

所
に

（
列
車
自
動
停
止
装

置
）
設
置
を
鉄
道
各
社
に
要
求
せ

よ
。
平
成
十
九
年
の

夙
川
駅

開
業
で
、
新
快
速
が
停
車
す
る
芦

屋
駅
の
ダ
イ
ヤ
過
密
を
懸
念
す
る
。

連
絡
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る

よ
う

に
要
望
す
べ
き
だ
。

に
対
し
て
は
、

事
故
の
再
発
防
止
お
よ

び

の
早
期
設
置
を
含
め
た
、

芦
屋
市
内
で
の
安
全
対
策
な
ど
に

つ
い
て
、
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

ま
た
他
の
鉄
道
二
社
に
安
全
性

に
つ
い
て
の
確
認
を
し
た
が

が
全
線
に
設
置
さ
れ
て
い

る

と
の
回
答
を
得
た
の
で
、
今

回
の
事
故
に
関
連
す
る
申
し
入
れ

等
は
行
っ
て
い
な
い
。

奥
池
南
町
の
湿
地
保
全
と

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ

山
田
み
ち
子

土
砂
流
出
防
備
工
事

後
の
強
い
降
雨
で
土
砂

が
流
入
し
、
壊
滅
が
心
配
な
奥
池

南
町
の
湿
地
の
保
全
対
策
は
ど
う

か
。
ま
た
、
こ
の
不
幸
な
出
来
事
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を
前
向
き
に
捉
え
、
庁
内
連
絡
体

制
の
不
備
の
見
直
し
、
環
境
保
全

体
制
強
化
の
協
働
シ
ス
テ
ム
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
環
境
教
育

の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
か
。

湿
地
保
全
の
た
め
、

兵
庫
県
六
甲
治
山
事
務

所
で
高
さ
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
柵

を
設
置
し
、
観
察
や
記
録
な
ど
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
自
然
環

境
の
保
全
に
努
め
て
い
く
。
庁
内

体
制
で
は
、
関
係
部
署
間
の
連
絡

調
整
を
十
分
図
り
、
自
然
保
護
団

体
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
住

民
に
憩
い
と
学
び
の
場
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

天
災
（
自
然
災
害
）
は

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る

公
明
党

帰
山

和
也

イ
ン
ド
洋
大
津
波
か

ら
半
年
、
尊
い
犠
牲
を

無
に
せ
ず
、
さ
ら
に
避
難
対
策
を

充
実
す
る
必
要
は
。
ま
た
、
休
日

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
総
合
公
園

に
防
災
無
線
を
設
置
し
、
公
園
内

の
放
送
設
備
を
活
用
し
訓
練
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。
一
方
、
避
難

所
で
の
対
応
な
ど
女
性
の
視
点
を

盛
り
込
ん
だ
防
災
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

避
難
対
策
は
、
自
主

防
災
組
織
と
の
連
携
を

図
り
、
よ
り
具
体
的
な
訓
練
が
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。
避
難
勧
告

や
避
難
指
示
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
通
じ
て
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
、

総
合
公
園
へ
の
防
災
無
線
設
置
も

検
討
し
た
い
。
ま
た
女
性
の
視
点

に
つ
い
て
は
、
女
性
も
防
災
計
画

や
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、

女
性
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
制
度
に
つ
い
て

公
明
党

田
原

俊
彦

昨
今
、
個
人
情
報
を

悪
用
し
た
犯
罪
や
悪
徳

商
法
な
ど
急
増
し
て
き
て
い
る
。

四
月
に
は
、
個
人
情
報
保
護
法
が

施
行
さ
れ
た
。
個
人
情
報
の
流
出

に
関
し
て
市
民
は
不
安
を
感
じ
て

い
る
。
本
市
で
の
基
本
台
帳
の
閲

覧
制
度
に
つ
い
て
、
閲
覧
制
限
の

条
例
化
や
、
閲
覧
手
数
料
の
高
額

化
、
閲
覧
時
間
の
制
限
な
ど
一
定

の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

住
民
基
本
台
帳
の
閲

覧
で
は
、
不
正
な
目
的

に
使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、

申
請
書
な
ど
提
出
書
類
や
口
頭
で

の
質
問
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

て
い
る
。
閲
覧
手
数
料
の
高
額
化

や
閲
覧
時
間
の
制
限
な
ど
の
け
ん

制
手
段
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
阪

神
間
各
市
と
協
議
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
く
。

井
戸
水
の
安
全
性
に

つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

畑
中

俊
彦

芦
屋
市
が
保
有
す
る

す
べ
て
の
井
戸
水
か
ら

大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
い

ま
や
社
会
現
象
と
な
っ
て
い
る
芦

屋
市
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト

大
桝
町

の
井
戸
水

を
市
は
安
全
だ
と
保

障
で
き
る
の
か
。
市
民
の
安
全
確

保
の
た
め
設
置
者
に
検
査
報
告
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

飲
用
井
戸
の
衛
生
管

理
や
水
質
検
査
は
、
兵

庫
県
が
実
施
し
て
い
る
。
県
芦
屋

健
康
福
祉
事
務
所
に
相
談
窓
口
を

設
け
る
と
と
も
に
、

井
戸
水
を

利
用
し
て
い
る
方
々
へ

と
い
う

啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、

井
戸
の
設
置
者
等
に
対
し
適
正
な

管
理
と
定
期
的
な
水
質
検
査
の
実

施
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
市

が
井
戸
水
の
使
用
に
つ
い
て
規
制

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
県
と
も

協
議
し
適
正
な
対
応
を
し
て
い
く
。
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６月 日（火）の本会議で、芦屋市選挙管理委員および同補充員
の選挙を行いました。新しく当選された選挙管理委員および同補
充員は次のかたがたです。７月７日（木）に付与式を行い、議長が
当選証書を出席者一人ひとりに手渡しました。（敬称略）
■選挙管理委員（任期：４年）
◇河上せつ子（かわかみ せつこ） 新浜町
◇鈴木 正三（すずき しょうぞう） 大桝町
◇堀口 隆平（ほりぐち りゅうへい） 朝日ヶ丘町
◇安岡井佐雄（やすおか いさお） 浜町

■選挙管理委員補充員（任期：４年）
◇山下 正夫（やました まさお） 前田町
◇西山 忠義（にしまや ただよし） 船戸町
◇千葉 孝子（ちば たかこ） 松浜町
◇磯野 靖子（いその やすこ） 山芦屋町
※選挙管理委員補充員に当選されました西山忠義氏は、７月９
日に急逝されました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
なお、補充員には西山氏を除く３名があたることになり、新
たに補充員を追加する選挙は行いません。

当選証書付与式から当選証書付与式から

新しい選挙管理委員、同補充員が決まる

本会議で選挙、７月７日に当選証書付与式を開催
新しい選挙管理委員、同補充員が決まる

本会議で選挙、７月７日に当選証書付与式を開催
建設常任委員会（伊藤とも子委員長・６月改選前）は、平成 年
４月 日（木）に委員会の調査事項である 平成 年度以降の水道
施設整備計画について 市内の水道施設を視察しました。
現在、高区配水区の一部である山芦屋町、三条町などの地域へ

の給水については、非常時の安全確保の観点から、新たに阪神水
道企業団の送水路から取水し、元高座川浄水場に設置する配水池
を経由し、各家庭に自然流下で配水するという、高座川配水区を
新設・独立させる計画について説明を受けました。

また、奥山浄水場では、芦屋川から取水した水を緩速ろ過（砂
の層を通すことにより、きれいな水をつくる方法）して上水をつ
くり、阪神水道企業団の水とともに配水しているとの説明を受け
ました。委員からは、現在、砂の清掃を人手を使っているが、機
械化できないのか、などの質問がありました。奥池浄水場では、
奥山貯水池の水を急速ろ過して上水をつくり、奥池地区に配水し
ている。また、市内各所にある配水地を２槽化することで耐震化
を図るなど、詳細な説明と委員からの質疑がありました。

奥山浄水場で奥山浄水場で

市内水道施設の視察を実施しました
建設常任委員会が水道施設整備計画について調査

市内水道施設の視察を実施しました
建設常任委員会が水道施設整備計画について調査
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